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氏名 所属クラブ名 地 区 名
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ク　ラ　ブ　名 地 区 名
和泉西団地いきいき長寿会 石 井
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ク　ラ　ブ　名 地 区 名
久保田シルバークラブ 生 石
緑 寿 ク ラ ブ 和 気

ク　ラ　ブ　名 地 区 名
枝 松 親 老 会 素 鵞
古 川 長 寿 会 石 井
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つ く し の 会 味 酒
保 免 老 友 会 余 土

ク　ラ　ブ　名 地 区 名
恵 原 町 桜 会 荏 原
高岡団地若宮クラブ 生 石

ク　ラ　ブ　名 地 区 名
久 谷 町 高 齢 ク ラ ブ 坂 本
斎 院 さ く ら ク ラ ブ 味 生
星 岡 寿 楽 会 石 井
下 難 波 高 齢 ク ラ ブ 難 波

◆優良老人クラブ
【愛媛県老人クラブ連合会会長表彰】
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岩井　　博 東 石 井 長 寿 会 石 井
河内　宗一 和泉西団地いきいき長寿会 石 井
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の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少

さ
て
、
我
が
国
は
、
人
口
減
少

社
会
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
防
災

社
会
を
迎
え
る
と
と
も
に
、
防
災

減
災
対
策
や
情
報
化
の
進
展
、
さ

減
災
対
策
や
情
報
化
の
進
展
、
さ

ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

ら
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

感
染
拡
大
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
課
題
が
山
積
し
、
ど
の
課
題
も

で
課
題
が
山
積
し
、
ど
の
課
題
も

待
っ
た
な
し
の
厳
し
い
状
況
に
あ

待
っ
た
な
し
の
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

特
に
、
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

特
に
、
昨
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
っ
て
生
活
様
式
が
一
変
し
、
さ

よ
っ
て
生
活
様
式
が
一
変
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
延
期
や

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
等
が
延
期
や

中
止
に
な
る
な
ど
、
皆
様
も
本
来

中
止
に
な
る
な
ど
、
皆
様
も
本
来

の
活
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
と
思

の
活
動
が
制
限
さ
れ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
皆
様

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
皆
様

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
豊
富
な

が
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た
豊
富
な

知
識
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
模

知
識
で
、
い
ろ
い
ろ
な
方
法
を
模

索
し
な
が
ら
乗
り
切
ら
れ
て
き
た

索
し
な
が
ら
乗
り
切
ら
れ
て
き
た

貴
重
な
経
験
を
今
後
も
活
か
し
な

貴
重
な
経
験
を
今
後
も
活
か
し
な

が
ら
、
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
の

が
ら
、
活
力
あ
る
社
会
の
実
現
の

た
め
に
、
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

た
め
に
、
御
尽
力
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活

市
民
の
皆
様
の
安
全
安
心
な
生
活

を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機

を
守
る
た
め
、
引
き
続
き
関
係
機

関
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
新

関
と
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防

止
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

止
に
全
力
で
取
り
組
む
と
と
も

に
、
全
て
の
世
代
が
役
割
分
担
し

に
、
全
て
の
世
代
が
役
割
分
担
し

支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
、

支
え
合
う
社
会
の
実
現
に
向
け
、

地
域
福
祉
や
各
種
施
策
の
充
実
に

地
域
福
祉
や
各
種
施
策
の
充
実
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
か
皆
様
に
は
、
生
き
生
き

ど
う
か
皆
様
に
は
、
生
き
生
き

と
し
た
長
寿
社
会
の
実
現
と
市
民

と
し
た
長
寿
社
会
の
実
現
と
市
民

福
祉
の
向
上
に
、一
層
の
御
支
援
、

福
祉
の
向
上
に
、一
層
の
御
支
援
、

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

御
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
貴
連
合
会
の
ま
す
ま

結
び
に
、
貴
連
合
会
の
ま
す
ま

す
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御

す
の
御
発
展
と
会
員
の
皆
様
の
御

健
勝
、
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い

健
勝
、
御
多
幸
を
心
か
ら
祈
念
い

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

た
し
ま
し
て
、
新
年
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
さ
ま
の

皆
さ
ま
の

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

ご
健
勝
と
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
三
年

令
和
三
年 

新
春
新
春

会

長

会

長

今
村　
　

旭

今
村　
　

旭

副

会

長

副

会

長

兵
頭　

德
彦

兵
頭

德
彦

副

会

長

副

会

長

小
黒　
　

聰

副
会
長
兼

副
会
長
兼
ブ
ロ
ッ
ク
長
代
表

ブ
ロ
ッ
ク
長
代
表

門
野
庄
太
郎

門
野
庄
太
郎

副
会
長
兼
若
手
委
員
長

副
会
長
兼
若
手
委
員
長

徳
本　

睦
英

徳
本

睦
英

副

会

長

副

会

長

中
村
惠
美
子

中
村
惠
美
子

芸
能
・
文
化
部
長

芸
能
・
文
化
部
長

村
木　

敏
明

村
木

敏
明

保
健
体
育
部
長

保
健
体
育
部
長

乘
松　

賢
二

乘
松

賢
二

女

性

部

長

女

性

部

長

長
谷
川
妙
子

長
谷
川
妙
子

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

常
務
理
事
兼
事
務
局
長

清
水　

哲
雄

清
水

哲
雄

事

務

局

事

務

局

職
員
一
同

職
員
一
同

会会げげ皆皆迎迎まま市市協協げげ様様

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

★ ★

★ ★

医療の質の向上をICTでサポート

代表取締役 金 子 佳 恵
本　　　 社／愛媛県松山市姫原3丁目5番1号

Tel ： 089（925）9236 ㈹
香川営業所／香川県丸亀市飯野町西分 510ー５

Tel ： 0877（43）7206 ㈹
徳島営業所／徳島県板野郡北島町鯛浜字原88ー8 三恵ビル2F

Tel ： 088（679）9851 ㈹

https://smc-ans.com/

Tel  ： 089（927）7312㈹愛媛県松山市姫原３丁目５番１号
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◆囲碁大会結果 ※敬称略　撮影時のみマスクを外しています。
　令和2年9月17日㈭ 松山老人福祉センター/参加者数：36名

◆将棋大会結果 ※敬称略　撮影時のみマスクを外しています。
　令和2年9月18日㈮ 松山老人福祉センター/参加者数：42名

健
康
で
安
心
し
て
生
き
が
い

を
持
っ
た
生
活
を
送
る
こ
と
の

で
き
る
、
活
力
あ
る
長
寿
社
会

を
築
く
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
松
山
市
で
は

九
月
十
五
日
か
ら
「
高
齢
者
週

間
」
を
中
心
に
市
民
一
人
ひ
と

り
が
社
会
、
地
域
社
会
な
ど
で

高
齢
者
と
の
か
か
わ
り
や
高
齢

期
の
あ
り
方
に
関
心
と
理
解
を

深
め
る
た
め
、
例
年
さ
ま
ざ
ま

な
行
事
が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
今
年
度
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
た
め
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

事
業
が
多
い
中
、
万
全
の
予
防

対
策
を
と
り
、
囲
碁
・
将
棋
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
マ

ス
ク
の
着
用
や
手
先
消
毒
を
は

じ
め
、
駒
や
盤
の
消
毒
を
お
願

い
し
た
と
こ
ろ
快
く
ご
協
力
を

い
た
だ
き
、
無
事
に
開
催
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

クラス別 順　位 氏 名 地　区 段・級

Ａ 級

優   勝 森本　直治 小 野 五段

準優勝 岡田　義純 石 井 五段

第３位 髙橋　　健 余 土 五段

第４位 二宮　知文 東 雲 三段

Ｂ 級

優　勝 大西　英一 桑 原 二段

準優勝 若江　賢三 石 井 二段

第３位 岩村　信夫 生 石 二段

第４位 細川　年弘 宮 前 初段

Ｃ 級

優　勝 永木　　武 石 井 3級

準優勝 和田　征志 湯 山 4級

第３位
2組のみのため、3位以下なし

第４位

クラス別 順　位 氏 名 地　区 段・級

Ａ 級

優   勝 越智　政信 荏 原 四段

準優勝 睦野　美治 北 条 三段

第３位 中　　敏行 雄 郡 三段

第４位 豊嶋　孝雄 生 石 四段

Ｂ 級

優　勝 小西　和夫 桑 原 1級

準優勝 永野　秀人 久 枝 1級

第３位 沖田　　稔 北 条 1級

第４位 小原進一郎 清 水 1級

Ｃ 級

優　勝 出原　昭二 生 石 7級

準優勝 池本　眞吉 生 石 6級

第３位 林　　保彦 味 生

第４位 山徳　博明 小 野 6級

A級入賞者の皆さんA級入賞者の皆さん

B級入賞者の皆さんB級入賞者の皆さん

A級入賞者の皆さんA級入賞者の皆さん

B級入賞者の皆さんB級入賞者の皆さん

Ｃ級入賞者の皆さんＣ級入賞者の皆さんＣ級入賞者の皆さんＣ級入賞者の皆さん

順　位 クロッケー グラウンドゴルフ ゲートボール ペタンク 輪投げ

優　勝 窪 野 Ｂ（西予市） 堀江中町長寿会Ｂ（松山市）坂本高齢クラブ（松山市）市坪老友会（松山市）西岡Ａチーム（東温市）

準優勝 高 野 川（伊予市） 小 松（西条市）内子さざんか（内子町）佐 古 岡（松山市）田 之 浜（宇和島市）

第 3位 清 満 Ｄ（宇和島市） 東石井長寿会Ａ（松山市）三 町（松山市）伊方町小中浦（伊方町）愛宕クラブＢ（宇和島市）

令和2年度令和2年度
高齢者週間行事高齢者週間行事
囲碁・将棋大会碁 将囲碁 将将棋大大将棋大会

※グラウンド・ゴルフ大会、ペタンク大会、輪投げ大会、クロッケー北条大会は、※グラウンド・ゴルフ大会、ペタンク大会、輪投げ大会、クロッケー北条大会は、
　新型コロナウイルス感染予防のため中止になりました。　新型コロナウイルス感染予防のため中止になりました。

優勝チーム優勝チーム第 3位チーム第 3位チーム

◆第15回ゲートボール大会
日時：令和2年9月8日㈫
場所：松山市拓川市民運動広場
参加チーム数：9チーム
参加人数：51名

優勝チーム優勝チーム

準優勝チーム準優勝チーム

順位 地区 チーム名
優　勝 宮前 ザ・ひま人Ｂ
準優勝 浮穴 森 友 会
第3位 和気 坊っちゃん

◆第16回クロッケー中島大会
日時：令和2年9月10日㈭
場所：中島西中港グラウンド
参加チーム数：12チーム
参加人数：39名

順位 地区 チーム名
優　勝 中島南 神 浦 1
準優勝 中島南 神 浦 2
第 3位 中島西 混合チーム
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わ
が
ク
ラ
ブ
の
主
な
行
事

は
、
年
四
回
の
「
お
誕
生
会
」

で
す
。
令
和
二
年
一
月
二
十
五

日
「
新
年
会
＆
お
誕
生
会
」
を

最
後
に
総
会
も
開
け
ず
に
お
り

ま
す
。

そ
し
て
十
月
現

在
、
今
後
の
予
定

す
ら
未
定
で
す
。

そ
ん
な
中
、
自
粛

規
制
が
緩
和
さ

れ
、
公
園
で
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
対
策

の
「
三
密
」
を
避

け
、
運
動
も
兼
ね

「
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
」
を
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
決

ま
り
、
愛
好
者
と

近
隣
の
人
た
ち
も

加
わ
り
再
開
と
な

り
ま
し
た
。
愛
好

者
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ほ
ど
手

軽
に
行
え
る
ス
ポ
ー
ツ
は
少
な

く
、
ま
た
町
内
の
公
園
で
プ
レ

ー
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
て
い

ま
す
。

練
習
試
合
前
に
は
必
ず
公
園

の
草
引
き
、
低
木
の
剪
定
、
グ

ラ
ン
ド
整
備
等
を
全
員
で
行
い

ま
す
。
大
会
も
二
カ
月
ご
と
に

行
い
腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。
素

晴
ら
し
い
プ
レ
ー
が
出
る
た
び

に
歓
声
が
上
が
り
ま
す
。
平
均

年
齢
七
十
七
歳
が
明
日
の
健
康

に
向
か
っ
て
二
度
と
な
い
大
切

な
人
生
、
体
力
が
続
く
限
り
悔

い
の
な
い
よ
う
前
進
し
て
い
き

た
い
と
張
り
切
っ
て
お
り
ま

す
。

「
真
夏
日
に

ボ
ー
ル
こ
ろ
が

す

傘
寿
か
な
」
お
そ
ま
つ
! !

※
集
合
写
真
は
マ
ス
ク
を
取
り

ま
し
た
が
、
プ
レ
ー
中
は
マ

ス
ク
を
付
け
て
気
を
配
っ
て

お
り
ま
す
。

二
十
七
パ
ー
セ
ン
ト
。
こ
れ

は
全
国
の
高
齢
者
数
の
比
率
で

す
。わ

が
北
浦
集
落
に
お
き
ま
し

て
は
、
人
口
百
名
程
度
で
、
高

齢
者
の
数
は
五
十
名
と
比
率
は

五
十
パ
ー
セ
ン
ト
で
立
派（
？
）

な
限
界
集
落
で
あ
り
ま
す
。

若
い
人
が
少
な
い
の
で
行
事

や
そ
の
他
何
を
行
う
に
し
て
も

若
い
人
に
負
担
が
か
か
り
、
何

か
と
憂
慮
し
て
お
り
ま
す
。

そ
こ
で
高
齢
者
で
も
で
き
る

こ
と
を
行
い
、
少
し
で
も
負
担

を
軽
減
し
よ
う
と
話
し
合
い
、

以
降
の
こ
と
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。

◯
お
盆
前
に
墓
掃
除
（
こ
れ
は

以
前
か
ら
行
っ
て
お
り
ま

す
）

◯
北
浦
集
落
に
は
氏
神
様
を
祭

っ
て
い
る
小
さ
い
祠
が
あ

り
、
そ
こ
の
神
殿
と
周
囲
の

清
掃

◯
公
園
の
清
掃
を
毎
月
二
回

高
齢
者
に
な
っ
て
も
自
分
た

ち
に
で
き
る
こ
と
は
積
極
的
に

行
っ
て
、
少
し
で
も
地
域
の
役

に
立
ち
、
若
い
人
た
ち
の
負
担

を
軽
減
し
た
い
と
願
い
、
日
々

頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。

若者の負担を若者の負担を
軽減するために軽減するために

北浦長生会　北浦長生会　青井　征晴青井　征晴

コ
ロ
ナ
禍
の
近
況
報
告

コ
ロ
ナ
禍
の
近
況
報
告

別
府
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ
　

別
府
町
高
齢
者
ク
ラ
ブ

松
澤
　
貞
夫

松
澤

貞
夫

地域を基盤とする高齢者の自主的な組織です。
①仲間づくりを通して、生きがいと健康づくり、生活を豊かにする楽しい活動を行います。
②その知識や経験を生かして、地域の諸団体と共同し、地域を豊かにする社会活動に取り組みます。
③明るい長寿社会づくり、保健福祉の向上に努めることを目的としています。

高齢クラブとは高齢クラブとは

楽しく生きる長寿社会をめざして
高齢クラブ活動の輪

高齢クラブ会員の皆さん、知人・友人を誘って
楽しいクラブ活動を推進しましょう！を推を推進し進し

健康づくり
シニア・スポーツ

趣味・文化
レクリエーション

学習活動
リーダー研修

生活を
豊かにする
楽しい活動

おおむね 60 歳以上の方
を対象としています。常
時活動に参加できない高
齢者であっても、会員と
して迎え、支え合い、喜
びを共にできるよう努め
ています。

高齢クラブは、
会員が日常的に
声を掛け合い、
歩いて集まるこ
とのできる小地
域の範囲で組織
しています。

老後の生活を豊かなものとし、
老人福祉、地域福祉の向上を
図る高齢クラブの活動に対し、
国や地方公共団体では、その
役割や意義、重要性を評価し、
健全な育成を目指し支援して
います。

お問い合せは、
松山市高齢クラブ連合会事務局（☎ 089-921-2161）
または地区老人クラブまで。

会　員 組　織 国・地方公共団体支援

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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増
え
続
け
る
高
齢
者
数
・
独

居
高
齢
者
・
核
家
族
化
は
、
人

間
関
係
を
よ
り
一
層「
希
薄
化
」

さ
せ
、「
孤
独
化
」
に
拍
車
を

か
け
て
い
ま
す
。

温
故
知
新
と
い
う
こ
と
わ
ざ

が
通
用
し
な
い
、
全
く
寂
し

い
限
り
の
ご
時
世
に
な
り
ま
し

た
。空

き
家
も
増
え
続
け
、
家
主

の
居
場
所
が
不
明
な
こ
と
も
多

く
、
加
え
て
「
ど
こ
の
・
ど
な

た
」
に
連
絡
す
れ
ば
よ
い
の
か

?

環
境
問
題
・
ご
近
所
の
悩

み
に
ま
で
発
展
し
、
楽
し
い
街

づ
く
り
に
暗
い
影
を
落
と
し
て

い
ま
す
。

昔
の
よ
う
に
「
近
助
」
関
係

を
構
築
す
る
に
は
何
が
必
要
な

の
か
?

悩
み
に
慣
れ
て
無
感

覚
に
陥
っ
て
い
る
の
が
現
実
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

長
寿
社
会
の
到
来
に
よ
り
視

点
を
広
げ
「
特
技
・
経
験
」
を

近
助
（
社
会
貢
献
）
に
役
立
て

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
?

社
会
福
祉
協
議
会
・
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
民
生
委
員
・

広
報
連
絡
協
議
会
・
各
種
ボ
ラ

ン
テ
イ
ア
団
体
等
の
組
織
が
あ

り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
校
区
で

は
「
連
携
の
在
り
方
」
に
つ
い

て
検
討
を
深
め
て
お
り
ま
す
。

防
災
の
基
本
理
念
に
は
「
自

助
・
共
助
（
近
助
）・
公
助
」

の
三
原
則
に
加
え「
命
を
守
る
」

こ
と
が
最
優
先
と
言
わ
れ
て
お

り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
考
え
方
は
私
生
活

に
も
通
じ
る
重
要
な
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
受
援
能
力

を
高
め
る
こ
と
も
重
要
で
す

が
、
ま
ず
は
、
ご
自
身
の
特
技
・

経
験
を
生
か
せ
れ
ば
、
お
相
手

様
か
ら
「
感
謝
」
さ
れ
、
そ
れ

が
元
気
の
源
に
な
り
縁
が
深
ま

る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
た
め
に
、
高
齢
ク
ラ
ブ

の
い
ろ
い
ろ
な
行
事
が
昨
年
の

四
月
ご
ろ
か
ら
中
止
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
た
ち
の
ク
ラ
ブ
も

同
様
に
公
民
館
で
の
活
動
が
で

き
な
い
状
況
で
す
。
現
在
は
自

治
会
か
ら
の
連
絡
と
か
公
民
館

か
ら
の
さ
ま
ざ
ま
な
行
事
の
中

止
の
お
知
ら
せ
の
資
料
の
配
布

が
役
員
の
仕
事
に
な
っ
て
お
り

非
常
に
残
念
な
毎
日
で
す
。
今

は
そ
れ
ぞ
れ
の
会
員
さ
ま
の
無

事
健
康
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

九
月
に
な
り
敬
老
の
日
が
近

づ
い
て
き
ま
し
た
。
毎
年
地
元

の
公
民
館
で
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が

あ
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
し

た
。
や
が
て
長
寿
を
祝
う
会
の

案
内
状
が
郵
便
受
け
に
届
く
の

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
と
、
や

は
り
式
典
中
止
の
連
絡
で
す
。

お
祝
い
記
念
品
の
引
換
券
が
送

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
本
当
に
残

念
な
気
持
ち
で
す
。

そ
し
て
今
私
が
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
自
宅
で
で
き
る
「
ま

つ
イ
チ
体
操
」
で
す
。
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
で
朝
一
時
間
で
寝
て

体
操
三
十
分
、
椅
子
に
座
っ
て

す
る
の
が
三
十
分
で
す
。
と
て

も
高
齢
者
に
と
っ
て
や
さ
し
い

取
り
組
み
で
す
。
今
は
こ
れ
が

一
日
の
ス
タ
ー
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

今
後
は
健
康
に
注
意
し
な
が

ら
新
型
コ
ロ
ナ
の
終
息
を
待
つ

ば
か
り
で
す
。
や
が
て
ク
ラ
ブ

の
行
事
が
始
ま
れ
ば
精
力
的
に

活
動
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
私
た
ち
ク
ラ
ブ

の
会
員
さ
ん
の
健
康
と
そ
れ
ぞ

れ
の
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
の
ご
健

康
を
願
っ
て
近
況
の
報
告
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
は
現
在
枝
松
親
老
会
の
会

長
二
年
目
で
す
。

私
と
老
人
会
の
出
会
い
は

六
十
歳
く
ら
い
と
記
憶
し
て
い

ま
す
。
よ
く
あ
る
ケ
ー
ス
で
老

人
会
の
役
員
か
ら
「
加
入
で
き

る
年
齢
に
な
っ
た
か
ら
名
前
だ

け
で
も
」
と
言
わ
れ
て
軽
い
気

持
ち
で
入
会
し
ま
し
た
。

定
年
後
の
人
生
は
民
生
委
員

↓
町
内
会
↓
老
人
会
の
流
れ
に

な
り
ま
し
た
。

現
役
時
代
は
地
元
の
銀
行
に

勤
め
て
お
り
、
当
時
は
朝
早

く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
働
い
て
お

り
、
ま
た
転
勤
や
単
身
赴
任
も

あ
り
、
家
事
協
力
や
地
域
貢
献

は
全
く
意
識
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

定
年
退
職
時
に
前
任
者
か
ら

民
生
委
員
の
話
が
あ
り
、
何
度

か
足
を
運
ん
で
い
た
だ
い
た
末

に
就
任
し
ま
し
た
。

現
役
時
代
に
で
き
な
か
っ
た

地
域
貢
献
を
退
職
後
は
頑
張
っ

て
み
よ
う
、
恩
返
し
を
し
な
け

れ
ば
と
、
こ
の
件
が
私
の
地
域

貢
献
の
原
点
だ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

民
生
委
員
を
四
期
十
二
年
務

め
て
、
独
居
高
齢
者
を
訪
問
し

な
が
ら
町
内
会
行
事
に
も
積
極

的
に
参
加
し
、
町
内
に
も
知
り

合
い
が
多
く
な
り
、
そ
の
後
の

人
生
に
楽
し
み
が
増
え
ま
し

た
。老

人
会
も
最
初
は
名
前
だ
け

の
入
会
で
し
た
が
、
銀
行
員
ゆ

え
に
会
計
を
永
年
担
当
し
、
現

在
は
会
長
を
し
て
い
ま
す
。
前

会
長
の
石
丸
弘
直
氏
の
「
地
元

の
老
人
会
は
活
動
が
必
要
、
続

け
る
こ
と
が
大
切
」
に
共
鳴
し

て
、
①
会
員
の
増
加

は
地
域
の
活
性
化
に

つ
な
が
る
②
活
動
が

で
き
る
人
を
増
や
す

③
未
加
入
会
員
に
声

掛
け
を
す
る
、
日
々

の
積
み
重
ね
が
結
果

に
つ
な
が
る
等
々
を

モ
ッ
ト
ー
に
会
員
増

強
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

地
域
貢
献
で
は
他

に
、
地
区
社
協
の
会

計
、
選
挙
時
の
立
会

人
、
防
災
士
、
独
居
高
齢
者
の

見
守
り
員
を
現
在
担
当
し
、
趣

味
の
釣
り
・
野
菜
作
り
・
旅
行

も
行
い
、
人
生
楽
し
ん
で
い
ま

す
。写

真
は
お
さ
か
な
牧
場「
シ

ー
ロ
ー
ド
八
幡
浜
」で
釣
っ
た

ヒ
ラ
メ
で
す
（
六
十
一
セ
ン

チ
）。

近況報告近況報告私
と
老
人
会

私
と
老
人
会

高齢者の特技・経験を高齢者の特技・経験を
社会貢献活動に社会貢献活動に
内浜おれんじ会内浜おれんじ会

赤松　正博赤松　正博

土居田高齢クラブ土居田高齢クラブ
金澤　勝男金澤　勝男

枝
松
親
老
会

枝
松
親
老
会　

星
川

　
泰
男

星
川

泰
男

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ 休 ○ 休

休
休
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私
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
定
年
退

職
を
前
に
、
せ
め
て
一
度
は
大

学
を
卒
業
し
た
い
と
思
い
、
放

送
大
学
に
入
学
し
た
。
そ
の
理

由
は
、
平
均
寿
命
の
長
く
な
っ

た
今
、
退
職
後
の
時
間
を
ど
う

過
ご
し
た
ら
い
い
か
と
考
え
、

今
ま
で
ま
と
ま
っ
た
勉
強
を
し

て
い
な
い
こ
と
に
気
付
き
、
大

学
に
入
っ
て
学
習
や
研
究
を
す

る
こ
と
に
し
た
。

一
九
九
八
年
四
月
に
放
送
大

学
に
入
学
し
た
。
そ
こ
で
、
技

術
系
の
「
産
業
と
技
術
」
コ
ー

ス
の
学
習
・
そ
の
後
の
単
位
試

験
の
緊
張
感
を
味
わ
い
、
大
学

の
勉
強
の
楽
し
さ
を
覚
え
た
。

ま
た
、学
友
と
の
交
流
に
よ
り
、

多
く
の
幅
広
い
人
た
ち
（
孫
の

よ
う
な
普
通
の
学
生
か
ら
八
十

代
の
方
々
ま
で
）
や
、
大
学
の

先
生
方
と
の
親
密
な
人
間
関
係

を
築
く
こ
と
が
で
き

こ
と
は
、
あ
り
が
た
い

限
り
で
あ
る
。

ま
た
、
学
友
会
の

「
に
ぎ
た
つ
会
」
会
長

を
七
年
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

な
ど
ク
ラ
ブ
活
動
を

通
じ
て
友
人
が
多
く
で
き
た
こ

と
は
、
本
当
に
有
意
義
な
時
を

得
た
。
七
十
三
歳
ま
で
に
全
五

コ
ー
ス
を
卒
業
し
て
、
愛
媛
県

初
の
放
送
大
学
「
名
誉
学
生
」

を
頂
い
た
。

そ
の
後
も
学
生
の
席
は
置
き

一
般
の
学
生
生
活
を
楽
し
ん
で

い
る
。七
十
九
歳
に
な
っ
た
が
、

今
後
も
元
気
で
あ
る
限
り
現
役

学
生
で
生
涯
学
習
を
全
う
し
た

い
と
思
う
。
研
究
論
文
は
、「
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

た
発
電
の
研
究
」
で
あ
る
。
会

員
の
皆
さ
ん
に
も
ご
入
学
を
お

勧
め
し
た
い
と
思
う
。

参
考
ま
で
に
、
放
送
大
学
と

は
、
B
S
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
を
使
っ
て
学
習
す
る
、
通

信
制
教
養
学
部
の
大
学
で
あ

る
。

子
育
て
も
一
段
落
し
た
頃
で

し
た
。「
盆
踊
り
に
参
加
し
て

く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
婦
人
会
の

方
に
声
を
掛
け
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
盆
踊
り
に
参
加
し
た
の

が
き
っ
か
け
で
踊
り
の
楽
し
さ

に
目
覚
め
ま
し
て
、
も
っ
と
盆

踊
り
を
上
手
に
踊
れ
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
、
早
速
近
く
の
「
愛
媛
県
民

踊
指
導
者
連
盟
」
で
習
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
習
っ
て
い
る

う
ち
に
民
謡
の
踊
り
で
は
物
足

り
な
く
な
り
、「
伊
予
民
踊
研

究
会
」
に
代
わ
り
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
新
舞
踊
と
言
っ
て
、
カ

ラ
オ
ケ
の
演
歌
の
曲
に
合
わ
せ

て
踊
る
踊
り
と
、
民
謡
の
歌
に

合
わ
せ
て
踊
る
踊
り
と
、
両
方

教
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

根
っ
か
ら
の
踊
り
好
き
な
の

で
し
ょ
う
か
、
現
在
に
至
る
ま

で
、
踊
り
続
け
て
い
ま
す
。
婦

人
会
の
方
に
盆
踊
り
に
誘
っ
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
趣
味
を

持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
感

謝
し
て
い
ま
す
。
一
昨
年
は
、

高
齢
ク
ラ
ブ
演
芸
大
会
に
出
演

す
る
た
め
に
、「
福
よ
来
い
」

と
い
う
曲
を
、
初
め
て
指
導
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
六
名

で
出
演
を
し
、
無
事
終
え
ほ
っ

と
し
ま
し
た
。

昨
年
は
「
花
笠
音
頭
」
と
い

う
曲
を
発
表
す
る
た
め
に
練
習

を
し
て
い
ま
し
た
が
、「
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
」で
中
止
と
な
り
、

と
て
も
残
念
で
す
。「
高
齢
ク

ラ
ブ
演
芸
大
会
」
の
再
開
を
み

ん
な
で
待
っ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
こ
の
眼が

ん
け
ん
か
す
い

瞼
下
垂
と

い
う
言
葉
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
簡
単
に
言
う
と
上
の
瞼
が

下
に
垂
れ
て
く
る
状
態
を
眼
瞼

下
垂
と
言
い
ま
す
。
以
前
私
は

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
文
字
を
読

ん
で
い
る
と
両
目
の
端
が
し
ょ

ぼ
つ
い
て
、
か
す
む
よ
う
に
な

っ
て
イ
ラ
イ
ラ
し
て
い
ま
し

た
。
前
の
眼
科
は
大
変
待
ち
時

間
が
多
く

嫌
に
な
っ

て
い
た
と

こ
ろ
に
看

板
が
目
に

入
っ
て
す

ぐ
近
く
に
眼
科
が
あ
る
の
に
気

付
い
て
訪
ね
ま
し
た
。

先
生
は
愛
大
の
出
身
で
六
年

前
に
開
院
し
て
お
り
、
事
情
を

話
す
と
「
す
ぐ
に
手
術
し
ま
し

ょ
う
」。
こ
れ
に
は
い
さ
さ
か

び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
双
方

の
意
見
が
一
致
し
た
と
こ
ろ
で

五
月
の
い
い
日
に
片
目
ず
つ
二

週
に
分
け
て
手
術
を
し
て
も
ら

い
ま
し
た
。
先
生
は
こ
の
手
術

を
二
千
回
以
上
し
て
お
り
、
痛

く
も
か
ゆ
く
も
な
く
三
十
分
程

度
で
片
目
を
終
了
。
眼
帯
を
し

て
家
に
帰
り
、
翌
日
眼
帯
を
取

り
ま
し
た
。
本
当
に
簡
単
な
手

術
で
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
た
ち
高
齢
者
は
加
齢
に
よ

る
病
気
が
増
え
て
大
変
し
ん
ど

い
こ
と
が
多
く
な
り
、
も
う
終

わ
り
か
と
思
う
こ
と
ば
か
り

で
、
何
か
し
て
い
る
と
き
の
方

が
頑
張
れ
る
カ
が
湧
い
て
く
る

よ
う
で
、
だ
か
ら
体
力
的
に
は

駄
目
で
す
が
何
か
地
域
の
お
役

に
立
て
れ
ば
と
頑
張
っ
て
い
ま

す
。少

し
言
わ
せ
て
も
ら
え
ば
松

山
市
に
は
眼
科
、
小
児
科
、
産

婦
人
科
が
少
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
宇
和
島
を
拠
点
と

す
る
南
予
地
方
に
医
者
が
行
き

た
が
ら
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。
答
え
は
簡
単
で
す
が
言

わ
な
い
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

生
涯
現
役
大
学
生
を
目
指
し
て

生
涯
現
役
大
学
生
を
目
指
し
て

星
岡
寿
楽
会

星
岡
寿
楽
会

稲
谷
　
吉
彦

稲
谷

吉
彦

しいのみクラブしいのみクラブ
永井トヨミ永井トヨミ

眼
瞼
下
垂
の
手
術
を
し
て

眼
瞼
下
垂
の
手
術
を
し
て

道
後
西
愛
宕
会

道
後
西
愛
宕
会　

油
野
　
秀
樹

油
野

秀
樹

私の趣味私の趣味

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
松山市敬老マッサージ師会 

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ○ ／ ○ ／ 

○ ○ ／ ○ ○ ○ ／ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ／ ○ ／

○ ○ ○ ○ ○ ☆
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ ○ ○

○ ○ ○ ／ ○ ◎
○
／

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／
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今
日
は
テ
レ
ビ
を
観
て
の
感

想
で
ご
め
ん
な
さ
い
。
バ
リ
バ

リ
働
く
女
子
メ
イ
さ
ん
、
仕
事

は
で
き
る
け
ど
家
事
が
苦
手
。

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
の
部
屋
を
見
違

え
る
よ
う
に
奇
麗
に
し
、
お
料

理
は
お
い
し
い
、
や
さ
し
く
温

か
く
包
み
込
ん
で
く
れ
る
家
政

夫
ナ
ギ
サ
さ
ん
。

朝
食
、
お
弁
当
、
夕
食
は
体

に
い
い
お
料
理
、
そ
の
食
べ
様

を
見
て
い
て
ニ
ッ
コ
リ
笑
う
。

お
母
さ
ん
に
な
り
た
か
っ
た
と

言
う
ナ
ギ
サ
さ
ん
。
初
め
は
お

じ
さ
ん
と
呼
ん
で
い
た
。
洗
濯

は
プ
ロ
級
。
滑
っ
て
、
転
び
そ

う
に
な
っ
た
と
き
抱
き
と
め
、

酔
っ
て
帰
っ
た
ら
ベ
ッ
ド
に
寝

か
せ
て
く
れ
、
お
母
さ
ん
と
間

違
い
手
を
握
っ
て
眠
っ
て
し
ま

い
朝
び
っ
く
り
し
て
飛
び
起
き

た
り
、
も
ち
ろ
ん
適
齢
期
の
男

性
か
ら
プ
ロ
ポ
ー
ズ
も
さ
れ
て

い
る
が
、
だ
ん
だ
ん
ナ
ギ
サ
さ

ん
に
惹
か
れ
て
く
る
メ
イ
さ
ん

の
洋
服
が
か
わ
い
い
。
五
回
も

替
え
る
。
ナ
ギ
サ
さ
ん
は
人
間

ド
ッ
ク
を
受
け
る
。

若
い
メ
イ
さ
ん
に
将
来
世
話

を
掛
け
る
こ
と
に
な
る
、
年
も

離
れ
て
い
る
し
相
応
し
く
な

い
、
愛
し
て
い
る
、
好
き
だ
け

ど
結
婚
を
前
提
の
交
際
は
辞
退

す
る
。
メ
イ
さ
ん
は
「
そ
の
時

は
そ
の
時
考
え
れ
ば
い
い
。
あ

な
た
が
必
要
で
す
。
あ
な
た
が

い
な
い
生
活
な
ん
て
考
え
ら
れ

な
い
」
と
。
ナ
ギ
サ
さ
ん
は
以

前
メ
イ
さ
ん
と
同
業
の
腕
利
き

社
員
だ
っ
た
と
い
う
。
言
葉
使

い
が
い
い
ナ
ギ
サ
さ
ん
に
転
勤

の
話
が
出
て
メ
イ
さ
ん
に
火
が

付
い
た
。

暗
い
お
部
屋
に
帰
る
よ
り
、

マ
ン
シ
ョ
ン
の
角
の
部
屋
に
灯

り
が
付
き
待
っ
て
く
れ
る
人
が

い
て
お
い
し
い
お
料
理
が
待
っ

て
い
て
「
今
日
も
お
仕
事
お
疲

れ
さ
ま
」
と
言
っ
て
く
れ
「
今

食
べ
て
く
だ
さ
い
、
忙
し
い
と

き
こ
そ
し
っ
か
り
食
べ
て
ほ
し

い
」
と
殺
し
文
句
が
い
っ
ぱ
い

出
て
く
る
の
で
す
。
夫
婦
げ
ん

か
も
し
ま
す
が
、
犬
も
喰
わ
な

い
種
類
の
も
の
で
す
。

早
い
も
の
で
、
令
和
は
三
年

を
迎
え
た
。
過
ぎ
去
る
時
の
流

れ
に
呆
然
と
な
る
。
私
は
今
年

か
ら
、
年
齢
を
引
き
算
で
生
き

る
こ
と
に
決
め
た
。
で
も
風
貌

は
、
と
に
か
く
外
形
は
、
気
に

し
な
い
こ
と
だ
。「
私
は
わ
た

し
」
で
自
分
な
り
の
一
人
歩
き

を
見
つ
け
よ
う
と
思
う
。

そ
う
す
れ
ば
、
今
ま
で
気
付

か
な
か
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
感
動

に
出
会
え
る
か
も
知
れ
な
い
。

な
ん
だ
か
「
ウ
キ
ウ
キ
」
し

て
き
た
。
さ
あ
こ
の
調
子
。
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負
け
ま
せ

ん
。
今
も
八
十
路
の
坂
を
踏
ん

張
り
な
が
ら
、
同
じ
時
間
と
空

間
の
中
を
、
あ
る
が
ま
ま
に
生

き
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
あ
る
。

ま
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
と
の

出
会
い
が
あ
り
、
人
生
も
染
め

ら
れ
て
い
く
だ
ろ
う
。

笑
っ
た
り
し
な
が
ら
楽
し
く
過

ご
せ
る
こ
と
が
宝
物
だ
と
分
か

り
ま
し
た
。
日
常
当
り
前
の
こ

と
を
大
切
に
こ
れ
か
ら
も
吉
藤

長
生
会
が
認
知
症
や
ボ
ケ
る
暇

も
な
い
長
寿
の
秘
訣
を
皆
さ
ま

か
ら
聞
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
日
が
来
る
と
う
れ
し
い
と
思

い
ま
す
。
気
持
ち
だ
け
で
も
前

向
き
が
大
切
で
す
。笑
っ
た
り
、

楽
し
い
こ
と
を
考
え
、
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う

工
夫
が
重
要
、
私
た
ち
は
コ
ロ

ナ
禍
に
負
け
な
い
よ
う
頑
張
り

ま
し
ょ
う
ね
! !

フ
ァ
イ
ト
! !

令
和
二
年
、
世
界
初
の
コ
ロ

ナ
禍
、
私
た
ち
吉
藤
長
生
会
も

例
外
で
は
な
く
、
四
月
よ
り
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
従
来
の
よ
う
に

一
同
に
会
し
て
楽
し
い
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

松
山
市
も
全
面
⑴
密
閉
空
間

⑵
密
集
場
所
⑶
密
接
回
避
行

動
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
、
三
密
回
避
行
動

啓
発
、
県
民
一
丸
と
な
っ
て
推

進
し
て
い
ま
す
が
大
変
で
す
。

私
も
人
生
の
中
で
こ
の
経
験

は
大
変
で
し
た
。
本
当
に
目
に

見
え
な
い
恐
怖
で
す
。
私
も
松

山
市
内
で
吉
藤
長
生
会
の
役
員

外
で
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
が

例
外
で
は
な
く
お
休
み
で
す
。

自
宅
で
全
部
花
壇
を
植
え
替

え
、
日
常
手
の
届
か
な
い
所
の

整
理
整
頓
十
年
ぶ
り
で
し
た
。

何
カ
月
も
か
か
ら
ず
テ
レ
ビ
を

見
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。私

は
自
分
を
振
り
返
る
こ
と

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

い
ろ
い
ろ
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
反
省
、

気
付
き
、
発
見
、
本
当
に
望
ん

で
い
る
も
の
、や
り
た
い
こ
と
、

多
く
の
人
た
ち
と
接
触
し
な
が

ら
会
話
を
す
る
こ
と
、
若
返
り

の
原
点
、
癒
や
し
や
、
疲
労
、

健
康
、
喜
び
も
多
く
の
人
と
の

接
触
に
よ
り
生
ま
れ
る
と
思
い

ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
在
こ
れ
が

全
面
的
に
中
止
、
大
変
な
時
代

だ
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
の
活
動
も
健
康
寿
命

を
延
ば
す
こ
と
が
大
き
な
目

標
。
自
分
に
都
合
の
悪
い
と
き

は
「
も
う
年
だ
か
ら
。」
都
合

の
良
い
言
葉
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
人
生
有
意
義
に
明
る
く

過
ご
せ
れ
ば
と
考
え
る
よ
う
に

し
て
い
ま
す
。
一
日
で
も
早
く

多
く
の
人
た
ち
と
触
れ
合
う
こ

と
が
で
き
、多
く
の
話
を
聞
く
、

一
緒
に
涙
を
流
し
、
泣
い
た
り

私
の
家
政
夫
ナ
ギ
サ
さ
ん

私
の
家
政
夫
ナ
ギ
サ
さ
ん

鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ
　

鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

遠
藤
　
節
子

遠
藤

節
子

人生初の体験、経験人生初の体験、経験

吉藤長生会吉藤長生会
向井多津子向井多津子

下
苅
屋
わ
か
や
ぎ
会

下
苅
屋
わ
か
や
ぎ
会　

重
松
　
愛
子

重
松

愛
子

私
は
わ
た
し

私
は
わ
た
し

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

フレイルを予防するために

社会参加

身体活動

栄　　養
（食・口腔機能）

フレイルを予防しましょう！フレイルを予防しましょう！フレイルを予防しましょう！
フレイルとは…加齢とともに心身の活力が低下し、介護が必要になりやすい状態のこと

／ 

／ ／ 
○ ○ ○ ○ ○ ／
○ ／ ○ ／ ／○
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日
本
（
神
戸
）
を
出
航
し
て

四
十
四
日
目
（
九
カ
国
目
）、

リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
て
本
船

を
下
船
、
七
十
二
名
で
十
一
日

間
の
南
極
ツ
ア
ー
に
出
か
け
ま

し
た
。

　

リ
オ
を
一
日
観
光
後
、
夜
は

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
タ
ン
ゴ
シ
ョ
ー

や
サ
ン
バ
シ
ョ
ー
観
賞
、
空
路

を
乗
り
継
ぎ
、
南
極
へ
の
玄
関

口
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
で
一
日
観
光

後
、
翌
日
の
夕
方
南
極
船
（
ウ

シ
ュ
ア
イ
ア
号
）
へ
乗
船
し
、

終
日
ド
レ
ー
ク
海
峡
（
険
悪
な

海
峡
と
し
て
非
常
に
有
名
）
を

通
過
し
ま
し
た
。
距
離
に
し
て

約
九
七
〇
キ
ロ
。
東
京
か
ら
長

崎
ま
で
の
直
線
距
離
と
同
じ
く

ら
い
で
す
。
約
二
日
か
け
て
海

峡
を
越
え
、
船
の
揺
れ
も
収
ま

っ
た
こ
ろ
、
遠
く
に
は
白
い
氷

河
が
見
え
て
き
ま
す
。

　

船
は
大
変
な
揺
れ
で
、
け
が

人
が
幾
人
も
出
て
六
十
代
の
女

性
は
部
屋
の
鉄
の
ド
ア
ー
で
親

指
を
挟
み
、
夜
中
に
手
術
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
船
に
は
常
に

外
科
医
が
乗
船
し
、
手
術
室
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
危
険

が
多
い
の
で
し
ょ
う
。
船
内
の

各
部
屋
の
ド
ア
ー
に
は
鍵
が
あ

り
ま
せ
ん
。
ド
ア
ー
は
分
厚
い

鉄
製
で
し
か
も
重
い
も
の
で
し

た
。
通
路
は
狭
く
両
サ
イ
ド
に

パ
イ
プ
の
手
す
り
が
か
か
り
滑

ら
な
い
よ
う
に
、
縄
の
よ
う
な

ひ
も
が
巻
か
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
五
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
間

隔
で
ゲ
ロ
を
吐
く
た
め
の
袋
が

両
サ
イ
ド
に
ど
こ
ま
で
も
ぶ
ら

下
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、
朝
に

な
る
と
一
枚
も
残
っ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

朝
食
会
場
で
は
七
十
二
名

中
、
顔
を
出
し
て
い
る
人
は

六
名
で
、
中
に
は
全
く
二
日

間
ベ
ッ
ド
か
ら
起
き
ら
れ
な

い
人
も
い
た
よ
う
で
す
。

　

南
極
は
「
氷
の
大
陸
」
と

呼
ば
れ
、
氷
床
の
厚
さ
は
平

均
約
二
千
五
百
メ
ー
ト
ル
で
、

富
士
山
の
標
高
よ
り
も
厚
い

氷
が
南
極
に
は
あ
る
の
で
す
。

ベ
ス
ト
シ
ー
ズ
ン
は
夏
場
で

あ
り
、
一
日
の
平
均
気
温
は

最
低
マ
イ
ナ
ス
五
度
、
最
高

五
度
く
ら
い
で
す
。

　

船
内
で
は
専
門
家
か
ら
講

義
が
あ
り
、
通
訳
を
通
じ
て

で
は
あ
り
ま
し
た
が
あ
ま
り

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
終

日
三
日
間
、
一
日
二
回
の
島

上
陸
と
ゾ
デ
ィ
ア
ッ
ク
（
上

陸
用
ゴ
ム
ボ
ー
ト
）
で
遊
覧

を
し
ま
し
た
。
観
察
で
き
る

動
物
は
、
ペ

ン
ギ
ン
・

野
鳥
・
ア

ザ
ラ
シ
等

で
、
ペ
ン
ギ
ン
か
ら
は
五
メ
ー

ト
ル
、
ア
ザ
ラ
シ
か
ら
は
十
五

メ
ー
ト
ル
以
上
離
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ペ
ン
ギ
ン
は
人

慣
れ
し
て
い
て
足
元
ま
で
や
っ

て
き
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
、
子
育

て
中
で
た
く
さ
ん
の
赤
ち
ゃ
ん

が
母
親
の
足
元
に
抱
か
れ
て
い

ま
し
た
。

　

南
極
で
は
、
ト
イ
レ
も
禁
止

で
近
い
人
は
紙
お
む
つ
を
勧
め

ら
れ
ま
す
。
石
こ
ろ
一
つ
、
持

ち
帰
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

船
は
私
た
ち
だ
け
の
貸
し
切

り
で
、
食
事
は
す
べ
て
お
い

し
く
、
コ
ー
ヒ
ー
・
紅
茶
は

二
十
四
時
間
自
由
に
頂
け
ま

す
。
三
時
に
は
バ
ナ
ナ
・
リ
ン

ゴ
・
ケ
ー
キ
な
ど
、
あ
る
日
、

日
本
の
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
も
出

さ
れ
て
笑
い
ま
し
た
。
ま
た
、

船
員
さ
ん
た
ち
が
ボ
ー
ト
で
流

氷
を
取
っ
て
来
て
、
私
た
ち
に

オ
ン
ザ
ロ
ッ
ク
を
飲
ま
し
て
く

れ
ま
し
た
。
微
か
な
干
し
草
の

匂
い
が
し
て
、
貴
重
な
思
い
出

と
な
り
ま
し
た
。

　

日
本
の
昭
和
基
地
に
は
こ
こ

か
ら
三
日
か
か
る
そ
う
で
す
。

南
極
に
は
一
日
平
均
二
艘
の
南

極
船
が
世
界
中
の
人
々
を
連
れ

て
来
る
そ
う
で
す
。
帰
り
も
、

〝
地
獄
の
ド
レ
ー
ク
海
峡
〞
を

通
り
ウ
シ
ュ
ア
イ
ア
で
本
船
に

合
流
し
て
ホ
ッ
と
し
ま
し
た
。

友
人
た
ち
は
マ
チ
ュ
ピ
チ
ュ
・

ウ
ユ
ニ
塩
湖
な
ど
か
ら
帰
り
、

久
し
ぶ
り
の
顔
で
盛
り
上
が
り

ま
し
た
。

　

今
、
南
極
大
陸
で
は
環
境
破

壊
が
進
ん
で
い
ま
す
。
南
極
条

約
は
国
際
的
強
制
力
が
弱
い
た

め
、
各
国
の
市
民
や
N
G
O 

が
政
府
の
南
極
政
策
を
理
解

し
、
日
頃
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
旅
を

通
し
て
自
然
の
素
晴
ら
し
さ
、

荘
厳
さ
、
偉
大
さ
を
体
験
的
に

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
九
五
九
年
、
南
極
は
国
籍

の
な
い
場
所
と
な
り
、
南
極
条

約
の
も
と
、
南
極
は
世
界
の

国
々
が
平
和
的
に
利
用
し
て
い

る
の
で
す
。

南極クルーズ11日間の旅南極クルーズ11日間の旅
（2015年1月5日～1月15日）（2015年1月5日～1月15日）

本村あやめ会本村あやめ会
沖本　鶴美沖本　鶴美

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

（乳製品・小魚・大豆製品など）カルシウム ビタミンKたんぱく質
筋肉・骨など体を作る主な成分で、
ホルモンや免疫抗体などの材料にも

ビタミンD（鮭・卵・干ししいたけなど） （ほうれん草・ブロッコリー・納豆など）葉　酸

骨の基礎を作る重要な成分 骨を作る働きを促進

（納豆・チーズ・ブロッコリーなど）（肉・魚・卵・大豆製品・牛乳など）

骨を作るほかに、筋肉を強くする働きも 血液や、たんぱく質の合成を
助け、動脈硬化を防ぐ働きも

効率的に栄養を摂ろう！

※日光を浴びると効果的です。

※ワーファリン服用中は制限があります。体はいろいろな栄養
素でつくられている
ので、バランスよく食
べることがとても大
切です。中でも筋肉
や骨などを作る際に
は、次の栄養素が重
要といわれています。

高齢者の低栄養防止！

○ ○ ○ ○ ○ ○ 
○ ○ ／ ○ ○ ／ 

／ 
／ 

○ ○ ○ ○ ○ 
※ 

○ ○ ○ ／ ○ 
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米
寿
を
迎
え
、
自
身
の
身
辺

整
理
が
急
務
と
な
っ
て
き
た
。

世
に
言
う
断
捨
離
で
あ
る
。
残

す
も
の
、
捨
て
る
も
の
、
考
え

な
が
ら
右
に
左
に
取
り
分
け
整

理
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
物
理

的
断
捨
離
は
ぼ
つ
ぼ
つ
と
片
付

け
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
年
を
重
ね
る
ご
と
に

老
衰
し
て
い
く
自
身
の
精
神
的

断
捨
離
が
残
っ
て
い
る
。以
前
、

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
大
会
で
、

「
人
生
の
最
後
は
、
誰
に
も
迷

惑
を
掛
け
ず
に
、
ピ
ン
ピ
ン
コ

ロ
リ
と
逝
き
ま
し
ょ
う
…
」
と

の
講
話
を
聞
い
た
。
こ
れ
は
介

護
等
で
迷
惑
を
掛
け
な
い
よ
う

に
、
ま
ず
は
日
頃
か
ら
食
事
や

運
動
に
留
意
し
、
健
康
寿
命
を

延
ば
す
べ
く
努
め
て
い
く
こ
と

で
あ
る
と
解
し
て
い
る
。

し
か
し
一
方
で
、
体
が
老
衰

し
入
院
す
る
こ
と
に
な
っ
た
場

合
は
ど
う
す
る
か
。
入
院
す
れ

ば
体
の
あ
ち
こ
ち
に
管
を
挿
入

し
、延
命
治
療
が
開
始
さ
れ
る
。

平
均
寿
命
を
過
ぎ
た
体
は
、

崇
高
な
自
然
の
摂
理
に
よ
り
老

衰
が
進
行
中
で
あ
り
、
必
要
以

上
の
治
療
を
し
て
も
、
そ
の
健

康
回
復
は
希
薄
で
あ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
こ

と
は
、
当
然
事
前
に
分
か
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
元
気
な
う

ち
に
次
の
よ
う
な
「
宣
言
書
」

を
書
き
入
院
時
に
備
え
て
お
き

た
い
。

一
、
延
命
治
療
は
行
わ
な
い
。

二
、
自
然
死
・
安
楽
死
の
い
ず

れ
か
を
選
択
す
る
。

三
、
療
養
中
に
苦
痛
等
が
発
症

し
た
場
合
は
、
最
大
限
の
苦
痛

排
除
の
手
当
て
を
す
る
。

四
、
以
上
は
、
本
人
が
元
気
な

折
に
宣
言
し
た
も
の
で
あ
り
、

全
て
の
責
任
は
私
に
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
物
心
両
面
の
断

捨
離
を
し
、
自
身
の
苦
痛
を
排

除
し
、
身
内
関
係
者
の
苦
労
を

軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
至
上
の
断
捨

離
だ
と
思
う
の
で
あ
る
。

1. 作文のテーマ
⑴高齢クラブが元気になる活動について

　⑵クラブ会員の増強について
　⑶私の生きがいづくりについて
　⑷私の健康づくりについて
　⑸高齢者（高齢クラブ）の自助、共助について
　⑹高齢者の居場所づくりについて
　⑺高齢クラブの復活の秘訣について
　⑻その他（例えば、高齢クラブを前進させるもの）
2.応募資格 市高連高齢クラブ会員
3.応募規定 1600 字以内、様式は自由
　　　　　 （400字詰（20×20）原稿用紙なら4枚以内）
4.締　　切 令和 3年 4月 5日㈪ 厳守
5.提 出 先   松山市高齢クラブ連合会（事務局）

〒 790－0808　松山市若草町 8－2
　　　　    TEL(089)921－2161  FAX(089)934－2221
◆ 応募いただきました作文の中から最優秀作、優秀作◆応募いただきました作文の中から最優秀作、優秀作
および佳作を選考し、「第61回松山市高齢クラブ大会」および佳作を選考し、「第61回松山市高齢クラブ大会」
（令和3年6月16日㈬コミュニティセンター開催予定令和3年6月16日㈬コミュニティセンター開催予定）
の席上で表彰を行い、最優秀作品についてはこの大の席上で表彰を行い、最優秀作品についてはこの大
会で発表をしていただきます。会で発表をしていただきます。

第45回 高齢者の主張作文の募集第45回 高齢者の主張作文の募集 高
齢
者
の
断
捨
離
に
つ
い
て

高
齢
者
の
断
捨
離
に
つ
い
て

若
駒
高
齢
ク
ラ
ブ

若
駒
高
齢
ク
ラ
ブ

兵
頭

　
　
進

兵
頭

　
　
進

タテのカギ ヨコのカギ
日本の幕府といえば、江戸幕府、室町幕府、
＿＿＿＿幕府
古事記に登場。ワニをだまして痛い目にあう
「因幡の白＿＿＿」
直径が 0.5mm未満と定義されている細かい
雨のこと
「彼は会議の途中で＿＿を立った」
幕末・明治時代に欧米人が居住した住宅。神
戸などが有名
＿＿＿のメガネは水色めがね♪
したたり落ちる水滴のこと。雨上がりの葉な
どでよく見られます
三つ編みや編み込みをして下ろした髪型。
鍋料理は食べる前に＿＿抜き。元は煮込んだ
ら出てくる野菜や肉の成分。
昔はリヤカーにいっぱい乗せて「＿＿竹～」
と元気な声が聞こえてきました
主に６～ 10 月が釣り解禁となる人気の魚。
友釣りなどあります

1

2

3

4
5

10
11

12
13

14

15

西部劇などでおなじみ、牧場や畜産業に従事
する労働者。＿＿ボーイ
太陽系で太陽から 2番目に近い惑星。
＿＿＿＿担いだ金太郎～♪
本州、四国、九州に留鳥として分布している
日本の国鳥
失敗が起きないように、しっかりと＿＿を刺
した
＿＿いも。＿＿帰り。ふる＿＿
項羽と劉邦の戦いで生まれた四字熟語の諺。
周囲を敵で囲まれた状態
1900 年、アメリカで発表された児童文学。
「＿＿の魔法使い」
雷門や花やしきなど、名所がいっぱいの東京
の町
明治維新前は、幕府は武家、宮廷貴族一般は
＿＿と呼ばれました
アンデルセン童話のひとつ。チューリップか
ら生まれた小さな＿＿＿＿姫

１

3
6
7

8

9
11

12

13

16

17

12

109

A

11

1514

C

D

17

8

13

16

2 43

7

E

1

6

5

B

◎問題　タテとヨコのカギを解い
て、ＡＢＣＤＥに入ることばを見つ
けてください。

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています

×
×

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ 往診 ○ ○ △

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ／ ○ ○ ／

○

○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ △

小 栗 歯 科
○ ○ ○ ○ ○ △
○ ○ ○ ○ ○ △

×
×

○ ○ ○ ☆ ○ ○
○ ○ ○ 休 ○ ※
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鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

小
淵
あ
け
み

銀
杏
の
実
降
り
落
ち
る
日
か
も
し
れ
ぬ

砥
ぎ
直
す
祖
父
の
剃
刀
秋
の
水

豊
漁
の
く
し
や
く
し
や
顔
や
秋
う
ら
ら

鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

戒
能
す
み
子

従
兄
弟
ら
と
ル
ー
ツ
語
り
つ
冷
奴

風
穴
に
ヒ
マ
ラ
ヤ
芥
子
の
青
深
め

八
の
字
に
翅
を
休
む
る
蜻
蛉
か
な

鷹
子
す
こ
や
か
ク
ラ
ブ

續
木

恒
子

農
小
屋
の
猫
の
一
家
に
秋
日
濃
し

裏
山
は
座
禅
の
さ
ま
に
良
夜
か
な

忘
れ
も
の
買
ひ
足
し
に
ゆ
く
秋
夕
焼

北
久
米
老
友
会

藤
本

鈴
子

一
言
に
何
故
か
侘
し
き
夜
の
秋

あ
ぢ
さ
ゐ
や
記
憶
の
中
に
触
れ
る
朝

東
鷹
の
子
清
風
会

井
原

西
城

石
鎚
の
初
冠
雪
に
手
を
合
は
す

春
め
く
や
電
信
柱
に
烏
の
巣

冬
枯
れ
や
水
無
し
川
の
石
手
川

来
住
町
寿
会

柳
田

悦
子

図
書
館
に
知
足
を
得
た
り
文
化
の
日

遠
足
の
列
に
コ
ス
モ
ス
風
に
揺
れ

住
み
や
す
さ
周
知
の
街
や
天
高
し

下
苅
屋
わ
か
や
ぎ
会

江
戸

昭
夫

鶏
の
産
卵
ほ
そ
る
極
暑
か
な

秋
日
和
つ
ぶ
て
の
如
く
行
く
一
機

天
守
よ
り
中
秋
の
瀬
戸
み
は
る
か
す

土
居
田
高
齢
ク
ラ
ブ

井
上

聖
菊

し
ら
ぎ
く
で
始
ま
る
花
火
鎮
魂
花

夕
さ
れ
ば
ね
ぢ
巻
く
や
う
に
酔
芙
蓉

打
ち
す
く
ふ
つ
く
ば
ひ
の
み
づ
虫
の
こ
ゑ

𠮷
田
さ
し
も
も
高
齢
ク
ラ
ブ

大
西

康
之

秋
遍
路
ト
ン
ネ
ル
歩
む
危
う
し
や

土
佐
札
所
打
ち
て
帰
り
は
秋
夕
日

敬
老
会
三
密
避
け
て
式
は
な
し

吉
藤
長
生
会

平
本

故
渕

色
鳥
や
校
舎
声
な
き
日
曜
日

秋
刀
魚
焼
く
古
き
囲
炉
裏
の
古
天
井

秋
刀
魚
焼
く
妻
の
手
捌
き
島
育
ち

吉
藤
長
生
会

岡
田

知
二

母
焼
き
し
秋
刀
魚
の
味
は
昭
和
か
な

一
切
を
忘
れ
て
過
ご
す
三
が
日

遍
路
旅
あ
な
た
住
む
町
遠
い
街

北
土
居
高
齢
ク
ラ
ブ

丹
下

友
和

腰
曲
る
け
れ
ど
根
性
曲
げ
ま
せ
ん

何
よ
り
も
命
一
番
速
避
難

迷
う
て
も
外
し
は
し
な
い
生
き
る
道

北
土
居
高
齢
ク
ラ
ブ

浅
井

保

人
生
は
喜
怒
哀
楽
の
シ
ン
ホ
ニ
ー

大
ら
か
に
生
き
て
世
間
丸
く
見
え

叱
か
る
父
未
だ
に
欲
し
い
お
ぼ
ろ
月

北
井
門
白
山
会

岸
田

千
惠

コ
ロ
ナ
禍
で
祝
敬
老
は
記
念
品

大
自
然
守
ら
れ
生
き
た
九
十
年

歩
む
道
百
歳
ま
で
は
チ
ト
遠
い

大
浦
寿
高
齢
ク
ラ
ブ

大
濱
み
つ
え

温
か
い
言
葉
身
に
沁
む
友
の
愛

衰
え
る
身
体
気
力
で
カ
バ
ー
す
る

幸
せ
は
食
べ
て
歩
け
て
惚
け
ぬ
こ
と

「
生
」
あ
る
総
て
の
も
の
の
命
、
そ
れ
は
「
手
」

「
食
す
る
手
、
物
つ
く
り
な
す
手
、
児
を
抱
く
手
、

　
　
　
　

神
に
祈
る
手
、
笑
顔
で
振
る
手
」

ペ
ン
を
持
ち
書
き
綴
っ
た
短
歌
の
一
つ
「
手
」

な
る
も
の
、
こ
の
地
上
の
、
有
り
と
あ
ら
ゆ
る
も

の
総
て
、
手
に
生
か
さ
れ
て
い
る
、
と
思
う
は
我

れ
の
み
な
の
か
。

こ
の
世
に
生
を
受
け
、
ま
ず
母
の
「
乳
」
を
口

に
な
す
様
小
さ
き
手
を
添
え
る
、
赤
子
の
感
情
は

「
手
」
様
々
な
動
き
の
中
で
、手
が
も
の
を
言
う
、

「
人
生
手
は
口
程
に
も
の
を
言
う
」
の
事
ワ
ザ
あ

れ
ど
「
手
は
露
出
し
た
脳
で
あ
る
」
…
と
哲
学

者
「
カ
ン
ト
」
の
言
葉
…
と
教
え
頂
い
た
私
で

あ
る
が
、
五
指
そ
れ
ぞ
れ
に
固
く
右
へ
左
へ
と
傾

く
老
い
の
手
の
十
指
に
は
、
人
生
様
々
な
思
い
出

あ
れ
ば
と
て
、
幼
な
児
の
遊
ぶ
手
、
ペ
ン
、
イ
ヤ

鉛
筆
を
確
か
と
握
っ
た
手
、
食
す
る
事
の
た
の
し

さ
を
憶
え
た
手
、
友
と
つ
な
い
だ
手
、
恋
人
と
確

と
握
っ
た
手

生
き
て
行
く
事
の
様
々
の
中
で

の
、自
分
の
こ
の
手

果
て
は
神
仏
に
合
掌
の
手
、

こ
れ
が
ホ
ン
ニ
手
助
け
の
自
分
の
手
で
あ
る
、
今

更
に
五
指
を
広
げ

寒
の
空
へ
高
く
、高
く
上
げ
、

こ
の
大
空
を
見
る
八
十
路
の
老
い
の
手
、
こ
の
手

あ
れ
ば
こ
そ
の
人
生
で
あ
っ
た
。

　
　

サ
テ

「
釈
迦
の
大
き
な
手
の
平
に
座
を
な
し
て

前
生

今
生
の
罪
を
両
の
手
合
わ
せ
「
ワ
ビ
」

ま
い
り
金
口
な
る
も
の
を
聞
き
て
…

こ
の
宇
宙
と
名
の
付
く
、
大
き
な
大
き
な

手
の
中
で

今
日
も
生
か
さ
れ
て
い
る
事
の

不
思
議
さ
…

イ
ヤ
感
謝
を
込
め
て
」

と
、
思
い
つ
つ
、
デ
ワ

手
を
振
っ
て

　
　
　

バ
イ
チ
ャ
ー
！

バ
イ
チ
ャ
ー
！

ア
ッ
…

合
掌
を
忘
れ
る
所
で
し
た
。

コ
レ
今
日
も
閉
じ
籠
り
の
老
婆
の
一
人
言
で
し

た
。

手手和
泉
南
双
葉
会

和
泉
南
双
葉
会

福
田
ま
ゆ
み

福
田
ま
ゆ
み

津波が心配される
地域では、津波到達
まで数分足らずです

地震が発生したときの対処法知っておこう！

①自分の身を守る
②火の始末
③家族の安否確認
④避難経路の確保
⑤近所の安全確認
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若
宮
高
齢
ク
ラ
ブ

三
好

恭
子

コ
ロ
ナ
禍
の
重
き
明
く
れ
猛
暑
に
も

夕
ぐ
れ
空
に
赤
ね
群
れ
と
ぶ

猛
暑
の
日
部
屋
に
こ
も
り
て
何
も
せ
ず

コ
ロ
ナ
蔓
延
防
戦
す
る
の
み

高
齢
の
身
に
ふ
り
か
か
る
コ
ロ
ナ
禍
の

あ
ら
し
さ
け
つ
つ
魚
買
い
に
ゆ
く

八
千
代
会

村
上

咲
枝

横
断
歩
道
に
使
い
マ
ス
ク
の
捨
て
ら
れ
て

人
等
は
避
け
て
歩
み
ゆ
き
た
り

夕
空
に
マ
ス
ク
の
形
の
雲
う
か
ぶ

空
か
ら
「
コ
ロ
ナ
」
を
封
じ
込
め
る
か

何
も
か
も
中
止
と
な
る
は
寂
し
か
り

「
神み
こ
し輿

音
頭
」
も
聞
か
ず
暮
れ
ゆ
く

斉
院
さ
く
ら
老
人
会

中
矢

長
宗

手
を
離
し
ま
す
い
い
で
す
か
リ
ハ
ビ
リ
の

老
い
の
う
し
ろ
に
ふ
り
か
か
る
声

貼
ら
れ
た
る
「
お
で
ん
あ
り
ま
す
」
は
が
さ
れ
て

我
が
住
む
町
に
春
は
来
に
け
り

靖や
す
く
に国
の
花
い
ち
は
や
く
見
て
い
ま
さ
む

花
と
散
り
た
る
若
き
志
士

志
津
川
老
人
ク
ラ
ブ

岡
本

都

久
し
ぶ
り
秋
の
夕
焼
け
待
ち
わ
び
た

明
日
は
稲
刈
り
晴
天
祈
る

稲
刈
り
の
遠
き
香
り
が
舞
い
込
ん
で

コ
ン
バ
イ
ン
の
音
久
々
に
聞
く

切
り
株
に
羽
根
を
伸
ば
し
て
ひ
と
休
み

ト
ン
ボ
一
匹
秋
風
の
中

や
よ
い
会
高
齢
者
ク
ラ
ブ

渡
部

和
子

二
十
二
で
学
徒
で
征
き
し
君
の
碑
を

合
歓
の
古
木
は
空
ご
と
覆
ふ

娘
の
活
け
し
桜
姫
見
つ
つ
九
十
三

巻
寿
し
食
ぶ
る
吾
の
幸

母
よ
り
も
十
年
以
上
長
く
生
き

ま
だ
母
恋
ほ
し
吾
九
十
三

一　松山ヨイトコ　一度はオイデ
　　東に石鎚　　　西は小富士
　　潮の匂いは　　瀬戸の海
　　ヨイヨイヨイトコ　サーオイデ

二　松山ヨイトコ　一度はオイデ
　　伊予の絣

かすり

を　　知らなきゃだめよ
　　絣美人に　　　もてやせぬ
　ヨイヨイヨイトコ　サーオイデ

三　松山ヨイトコ　一度はオイデ
　　天下一だよ　　道後のお湯は
　　浴衣美人の　　湯の香り
　ヨイヨイヨイトコ　サーオイデ

四　松山ヨイトコ　一度はオイデ
　　松山美人に　　ちょいと声かけて
　　恋の花咲く　　松山城
　　ヨイヨイヨイトコ　サーオイデ

五　松山ヨイトコ　一度はオイデ
　　夢のゴンドラ　ゆらゆらゆれて
　　瀬戸の眺めは　奥道後
　ヨイヨイヨイトコ　サーオイデ

六　松山ヨイトコ　一度はオイデ
　　娘手を振り　　カモメが鳴けば
　　別れ涙の　　　松山港
　　ヨイヨイヨイトコ　サーオイデ

松山音頭
東野下柏クラブ　関谷　光男【作詞・作曲】

【お詫びと訂正】
松山高連 127号（令和 2年 8月発
行）3頁に掲載しております、土井
明文さまの主張作文の一部に誤植が
ございました。
愛媛大学地域創成研究センター長
（誤）藤田　節夫先生
（正）藤目　節夫先生

土井明文さまならびに読者の皆さ
まにご迷惑をおかけしましたこと
深くお詫び申し上げます。

・
草
木
も
眠
る
丑
三
つ
時

気
味
が
悪
い
程
、
ひ
っ
そ
り
と
静
ま

り
か
え
っ
て
い
る
真
夜
中
の
た
と
え
。

現
在
の
時
間
で
い
う
と
午
前
二
時
〜
二

時
三
十
分
を
指
す
。

・
鶏
口
と
な
る
も
牛
後
と
な
る
な
か
れ

（
鶏
口
牛
後
）

大
き
な
集
団
の
中
で
尻
に
い
て
使
わ

れ
る
よ
り
も
、
小
さ
な
集
団
で
あ
っ
て

も
長
と
な
る
ほ
う
が
よ
い
。

・
牛
も
千
里
、
馬
も
千
里

早
く
て
も
遅
く
て
も
、
ま
た
上
手
で

も
下
手
で
も
、
行
き
着
く
結
果
は
同
じ

だ
か
ら
慌
て
る
な
と
い
う
た
と
え
。

ぎ

さ

お ず

と

ぼ

さ

さ

し

く

ん そ

あ

め

げ や ゆお

く

ら

あ

く

ん

ん

か

び

う ん せき

さ か きり

か

ま

い

じ

12

109

A

11

1514

C

D

17

8

13

16

2 43

7

E

1

6

5

B

でした。

答えは
Ｂ
さ

Ａ
さ

Ｃ
め

Ｄ
ゆ

Ｅ
き

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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皆
さ
ま
か
ら
の

投
稿
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

◆
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
、
随
想
、
感
想

文
、
紀
行
文
、
近
況
報
告
、
郷
土

史
な
ど
。
ま
た
俳
句
、
短
歌
、
川

柳
、詩
な
ど
。
六
〇
〇
字
ま
で
（
用

紙
や
書
式
は
自
由
。
電
子
メ
ー
ル
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
可
）。
一
人
一
部
門
の
み
。

俳
句
、
短
歌
、
川
柳
は
一
人
三
句

（
首
）
ま
で
。
前
書
き
は
掲
載
い
た

し
ま
せ
ん
。

◆
①
氏
名
、
②
所
属
ク
ラ
ブ
名
、
③

住
所
、
④
電
話
番
号
を
必
ず
ご
記

入
く
だ
さ
い
（
不
明
な
点
を
お
聞

き
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。
ま

た
、
写
真
、
関
連
資
料
な
ど
が
あ

れ
ば
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。
紙
面

の
都
合
に
よ
り
文
章
（
俳
句
、
短

歌
、
川
柳
含
む
）
を
短
縮
、
ま
た

次
号
掲
載
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
発
行
予
定

  

令
和
3
年
7
月
末
日

◆
原
稿
締
切

  

令
和
3
年
4
月
末
日

◆
投
稿
先

松
山
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局

〒
7
9
0
‐
0
8
0
8

松
山
市
若
草
町
8
‐
2

松
山
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
3
Ｆ

☎
9
2
1
‐
2
1
6
1

kourei-club@
eagle.ne.jp

　このたびは、松山市高連機関紙「松山
高連」の発行にあたって広告のご協賛を
賜り、誠にありがとうございました。本紙
は超高齢社会において会員の生きがい、
健康、教養を高めるとともに、会員相互の
親睦交流を願って発刊するものでありま
す。以上の趣旨をご理解いただき、なに
とぞ末永くご厚誼・ご支援を賜りますよ
うお願い申し上げます。

松山市高齢クラブ連合会

ご協賛各位へ御礼

小
野
地
区
南
梅
本
団
地
寿
会

は
、
会
員
数
六
十
一
名
（
男
性

四
十
名
、女
性
二
十
一
名
）
で
す
。

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
は
じ
め
、
輪

投
げ
、
カ
ラ
オ
ケ
、
ペ
タ
ン
ク
、

囲
碁
、
将
棋
、
デ
ィ
ス
コ
ン
な
ど

の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
ク
ラ
ブ
は
会
員
十
五
名
で

週
一
回
は
集
ま
っ
て
楽
し
ん
で
い

ま
し
た
が
、
今
年
度
は
コ
ロ
ナ
禍

の
た
め
、
思
う
よ
う
に
活
動
が
で

き
て
い
な
い
状
況
で
す
。

元
の
生
活
に
な
り
集
ま
れ
る
よ

う
に
な
れ
ば
、
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力

が
あ
る
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
多
く
の

方
に
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

◆
健
康
を
目
的
と
し
た
新
し
い
国

民
的
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
は
、

五
〜
十
メ
ー
ト
ル
離

れ
た
円
形
の
的
を
め

が
け
て
息
を
使
っ
て

矢
を
放
ち
、
そ
の
得

点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
性
別
・
年
齢

間
わ
ず
誰
で
も
手
軽

に
で
き
、
ゲ
ー
ム
感

覚
で
楽
し
み
な
が
ら

健
康
に
な
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

健
康
効
果
の
秘
訣

は
、
腹
式
呼
吸
を
べ

ー
ス
に
し
た
ス
ポ
ー

ツ
吹
矢
式
呼
吸
法
で

す
。精

神
集
中
や
血
行

促
進
、
細
胞
の
活
性

化
に
役
立
ち
、
内
臓

の
諸
器
官
に
も
良
い
影
響
を
与
え

ま
す
。
ま
た
精
神
力
・
集
中
力
が

身
に
付
き
ま
す
。

◆
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
魅
力
と
健
康

効
果

①
「
誰
で
も
」
性
別
、
年
齢
問
わ

ず
楽
し
め
ま
す

②
「
い
つ
で
も
」「
ど
こ
で
も
」「
手

軽
に
」
で
き
ま
す

③
ゲ
ー
ム
感
覚
で
楽
し
み
な
が
ら

で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す

④
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
式
呼
吸
法
に
よ

る
さ
ま
ざ
ま
な
健
康
効
果

⑤
精
神
力
&
集
中
力
を
高
め
ま
す

⑥
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
と
の
ふ
れ
あ

い
や
仲
間
づ
く
り

⑦
実
力
認
定
や
競
技
会
参
加
に
よ

る
目
標
や
や
り
が
い

若
手
委
員
会

南
梅
本
団
地
寿
会

吉
本

　
　
眞

私たちは、松山市高齢クラブ連合会の活動を応援しています
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内科・循環器内科・呼吸器内科・消化器内科

サービス付き高齢者向け住宅

ケアセンターとかじ

戸梶内科医院
■グループホーム清風 ■デイサービスセンター和楽
■居宅介護支援事業所とかじ

松山市味酒町1－4－12 （089）931ー5781

松山市味酒町1－9－15 （089）998ー2255
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